
食と農・流通（小売・外食）における新型コロナウイルス対策　懸賞論文・提言　審査結果発表

審査結果はこちら

※一部、お名前の記載に間違いがあり、7/1に修正させて頂きました。誠に申し訳ございませんでした。

■御礼

　まず、本企画の趣旨にご賛同をいただき、ご応募いただきました皆様、後援していただきました各社様、告知にご協力をいただきました皆様に深く御礼を申し上げます。

　現在、新型コロナウイルス感染症の拡大は、緊急事態宣言も解除され、やや落ち着きを取り戻しつつあるようにも見えますが、まだまだ予断を許さない状況にあります。ワクチン
の開発と普及には、もうしばらく時間がかかると想定されるため、感染拡大の第二波も警戒しなければなりません。

　こういった状況の中、多くのご応募をいただき、様々な議論、アイデア、提言を集めることができました。既に実践されている方からの報告も多く、本企画の「コロナ禍に対し、
食と農の分野で経済的に対抗する叡智を集める」という目的は、皆様のおかげで達することができたと思っております。重ねて、御礼を申し上げます。

　この叡智の電子書籍としての発行も予定通り、進めて参りますので、ご投稿いただきました皆様には掲載可否なども含めて、改めてご連絡を申し上げます。引き続き、何卒宜しく
お願い致します。

■審査のプロセスにつきまして

　皆様の論文、提言、アイデアにつきまして、それを審査するということ自体が非常に心苦しいものでした。しかし、懸賞論文で実施した以上、必ず賞典対象を選出しなければなり
ません。そこで、苦渋の選択ながら、ご投稿いただきました論文、提言・アイデアにつきまして、以下の基準で審査をさせていただきました。

審査基準：新規性、実現性、独創性、説得力、論理性、表現力

　また、審査は、流通経済研究所の所内審査員4名、外部のシンクタンクの審査員1名の5名で実施し、最優秀賞、優秀賞、審査員特別賞、佳作の選出を行いました。協賛企業賞は、
各協賛企業が選出を行いました。

　審査を実施している過程で、複数の審査員から、「審査員特別賞を作りたい」と要望があり、今回、審査員特別賞を2件選出いたしました。賞金は佳作に準ずるものの、表彰盾を
進呈させていただきたいと思います。なお、佳作は評価点が同一であった作品が複数ありましたので、当初の予算の予定数よりも多く選出しています（総額100万円→103万円ま
で）。当然、弊所プロパー職員の投稿は審査対象外となっています。

■賞金・賞品等につきまして

　佳作以上の皆様に、懸賞に加え、表彰状を進呈したします。そのほか、協賛企業賞、審査員特別賞の受賞者、優秀賞、最優秀賞の受賞者には表彰盾を進呈いたします。ご投稿が共
著の場合は、表彰状と表彰盾につきましては、共著者の人数分、ご用意をさせていただきます。

最優秀賞：賞金20万円＋表彰盾＋表彰状

優秀賞：賞金10万円＋表彰盾＋表彰状

審査員特別賞：賞金1万円＋表彰盾＋表彰状

日本食農連携機構賞：賞金5万円＋表彰盾＋表彰状

サントリーフラワーズ賞：賞金10万円＋表彰盾＋表彰状

藤田農園賞：賞金1万円＋藤田農園特選農産物＋表彰盾＋表彰状

佳作：賞品（各種ギフト券などの金券等）1万円分＋表彰状

■審査結果について

　今回、実務家や大学教員といった食と農に関わるプロの方から、学生さんに至るまで多くの方にご投稿をいただきました。審査としては、コロナ対策という趣旨から、調査や分
析、あるいは実際に対策を実施した上でのご報告など、実践をともなったご投稿について全体的に高く評価される傾向にありました。実際の審査においても、最優秀賞～審査員特別
賞まで、非常に僅差であったことを申し添えます。

　最優秀賞を受賞された外海さんたちのご投稿は調査を実施したうえで、独創性のある新しい提案をしていること、それを分かりやすく伝えることができている点が高く評価されま
した。学生らしい、むしろ学生だからこそ出せるアイデアが非常に新鮮でした。

　優秀賞の今永氏らの論文は、来客激減に悩む観光地における新しいサービスの実践と、その効果について検証するものであり、実践を伴うこと、それをしっかりと検証しているこ
とが高く評価されました。

　同じく優秀賞の志川氏の論文は、シナリオを設定し主張していくというスタイルに他にはない独自性があり、非常に読者の興味を掻き立てる点、そして物流に関する提言を行って
いる点が高く評価されました。

　そして優秀賞の小野氏のご投稿は、実際に農業に携わるご自身のお取り組みを交え、これからの新しい農業と都市の関わり方を提案している点が高く評価されました。



　審査員特別賞の鈴木氏は、百貨店という切り口が他にはなく、斬新であった点と、地域と百貨店の関係について、アフターコロナを見越して提案している点が高く評価されまし
た。

　審査員特別賞の中見氏らの論文は、アフターコロナ時代も見越したうえで、事例分析を通じて健康経営というコンセプトを学術的な見地から提唱している点が高く評価されまし
た。

協賛企業賞：

日本食農連携機構様のコメント

　非常に面白いご投稿が多く、非常に悩んだのですが、我々のこれからのビジョンを考えたとき、最も親和性が高い、共感できる作品が仲野さんのご投稿でした。

藤田農園様のコメント：

　池田さんの作品は、コロナ禍、アフターコロナの時代に大事なものであろう「感謝の心」の指摘、また、それをうまく経済活動の中で表現する仕組みの提言だと思います。前向き
な姿勢に好感が持てます。佐々木さんの作品は、視点、切り口が非常に面白かったです。いずれも、学生の新鮮なアイデアに作り手として元気とエネルギーをいただきました。その
ため、今回、藤田農園賞は2件選出させて頂きました。

サントリーフラワーズ様のコメント：

　都竹さんたちの作品は、ブライダルブーケ専用のEコマースというアイデアとこれを通じた、花のある新しいコミュニケーション手法の開発としてユニークネスを感じました。コ
ロナ後も有効に活かせる内容だと思います。

※こちら、大変恐縮ではございますが、審査結果に関するお問い合わせはお受けできませんので、悪しからずご了承ください。
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このたび、食と農・流通（小売・外食）における新型コロナウイルス対策 懸賞論文・提言におきましては、

360 件以上ものご応募をいただきました。誠にありがとうございました。（公財）流通経済研究所の研究員数名

に外部の審査員を加えた５～６名による厳正かつ慎重な審査の結果、次の方々の作品が選ばれました。 

 

賞 氏名（敬称略） タイトル 

最優秀賞 外村海、岡拓馬、島順子 人の善で膳を作る 

優秀賞 今永典秀、土屋望生 "地域から食の時間を自宅へ届けるサービスの考察 

―株式会社日添による「＃旅するおうち時間」の事例より" 

優秀賞 志川久 「コロナの時代」の新生活様式を支える新流通システムへ 

優秀賞 小野淳 田畑とつながるマイクロ物流 

～足元の非日常がつくる「選ばれるまち」～ 

審査員特別賞 鈴木一正 百貨店を活用した地域経済活性化に関する提言 

審査員特別賞 中見真也、圓丸哲麻、 

大崎恒次、大野幸子 

ニューノーマル時代における流通業者主導型「健康経営」の可能性 

藤田農園賞 池田鈴菜、尾﨑晴人、 

佐藤颯馬 

従業員への感謝は希望の社会を築く 

藤田農園賞 佐々木優真 スタンプカード方式による経済活性化対策 

―ばあちゃんが転べば鉄瓶屋が儲かる― 

サントリー 

フラワーズ賞 

井原真衣、加藤愛奈、 

周辰安、都竹卓哉 

#JedeBouquet 

――花卉業界の経済損失の軽減方法に関して―― 

日本食農連携

機構賞 

仲野真人 コロナ禍で芽生えたビジネスを加速させる３つのプラットフォーム 

～ニューノーマル時代を乗り越えるために～ 

 

【佳作（氏名のみ・敬称略 49作品）】 

寺本高、入江紫織、須藤博文、宮林悠太、大西洸ほか 2名、為廣吉弘、大城章顕、小沼梨沙、村尾由芽ほか 2名、

青木洋高、高木木綿子、池松俊哉、小林大我、澁谷英樹、中西眞知子、吉池葉子、小島淳一、簗田行雄、 

加藤郁弥ほか 2名、安土潤介ほか 2名、石森紗妃ほか 2名、今村二朗、吉田圭佑、花本奈々ほか 2名、阿部松代、 

長崎佳恵ほか 3名、荒木逸生ほか 2名、安藤新人、島浩二、井上史嵐、HARIADI PAMUNGKAS、中島琢郎、 

北川陽介、本田廉、佐藤剛、中野京子、高松宏志、日原一智、石田真一、井上岳哉ほか２名、古賀結花、 

植松早紀ほか 4名、藤井美博、井上実柚、佐々木雄生、奥田佳成、鈴木正夫、伴幸祐ほか 3名、加納知奈 

※7月 1日修正：（誤）本田卓郎様 （正）本田廉様 

※賞金総額：103万円（弊所）＋15万円＆農産物（協賛企業） 

以上 


